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第６期決算のポイント 
 

※ 金額については、百万円未満切り捨て 
 
 
 
第７期運用状況の見通し 

※ 発行済投資口総数 530,000 口（2月の追加発行分 

95,000 口にオーバーアロットメントによる売り出しに 

伴う第三者割当 5,000 口－上限－を加算）を前提。 

※ 上記には、「シュトラッセ一番町」の収益を含んでいるが、 

今後の新規物件の収益は含んでいない。 
 
投資口の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

� オフィス賃貸市場は、景況感の改善に伴って、東
京で空室率の改善が進み、賃料に底入れ感が見え

ている。地方都市は、大阪、名古屋、福岡等主要

都市で空室率が低下しているが、賃料の調整局面

は継続している。 

� 不動産売買市場は、上場不動産投資信託の増加と

私募ファンドの積極投資によって、東京都心の優

良物件の取得競争が激化し、売買成約価格が鑑定

評価額を大きく上回る事例が増加、この傾向は商

業施設や地方主要都市にも広がり始めている。 

� ＪＰＲの第 6 期の新規物件取得は、「新宿スクエ
アタワー」１００億円、｢ＳＳ代官山｣２１億円、

｢ビッグス新宿ビル｣２９億円など4物件等１５９

億円。期末保有資産は 42 物件１,７９６億円、全

賃貸可能面積は、273,330.52 ㎡、テナント数は

496、期末稼働率は 95.1％。 

� スポンサーの開発物件の第一号案件を契約。 
� 第 6期は、新規追加物件の収益寄与で増収増益と

なり、分配金は６,６７１円（第5期６,０８１円）。 

� 平成 16 年 2 月に続き、投資法人債２００億円（5

年１００億円、7年５０億円、10 年５０億円）を

追加発行、投資法人債発行残高は４２０億円。 

 

� 2 月 4 日「シュトラッセ一番町」４２億円を取得。 

� 3 月に「ＪＰＲ池袋ビル」など 3 物件を入替売却
（売却額７１億円、売却損益約４.６億円）予定。 

� 2 月 2 日に公募増資（約２５０億円）を実施。 
� 公募増資によって、５００億円を超える外部成長

が可能となり、今後も新規優良物件取得と内部成

長によって収益の拡大、分配金の増額を図る。 

  第 6 期 

 平成 16 年 7 月 1 日 

 平成 16 年 12 月 31 日 

  営業収益 

 （第 5期） 

７,６８５百万円  

（６,７９０百万円）

  経常利益 

 （第 5期） 

２,８６９百万円  

（２,６１５百万円）

  当期純利益 

 （第 5期） 

２,８６８百万円  

（２,６１４百万円）

   1 口当たり分配金 

（第 5期） 

６,６７１円 

（６,０８１円）

  総資産額 

 （第 5期末） 

１９８,６７３百万円 

（１８２,２５３百万円）

  純資産額 

 （第 5期末） 

９１,９８２百万円 

（９１,７２８百万円）

  発行済投資口総数 

 （第 5期末） 

４３０,０００口   

（４３０,０００口）

 

 

 第 7 期 

 平成 17 年 1 月 1 日 

 平成 17 年 6 月 30 日 

  営業収益 ８，２１６百万円

  経常利益 ３，０７５百万円

  当期純利益 ３，０７４百万円

１口当たり分配金 ５，８００円

� 投資口数ベースでは、金融機関が６０％（第 5期末５６％）に上昇した。 
� 個人投資主数は１８千人、所有口数で１５％台を維持した。 
� 「日本トラスティ・サービス信託銀行」他、信託銀行の占率はＪ－ＲＥＩＴ組入れファンド・オブ・

ファンズ増加もあって１３％から１６％と続伸した。 

� 外人投資家の比率は、利益確定売りもあってか１１％から７％に低下。 


